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宮城県議会議員 外崎浩子県政レポート 第 4-5 号 

≪ 討議資料 ≫ 

令和 2 年９月定例議会予算案の概要報告!! 
医療提供体制整備費 (拡充)           6 億 7625 万 8 千円  
   新型コロナウイルス感染症患者専用の病棟を設定する医療機関等における病床の確保。 
検査体制構築費 (拡充)             4 億 2012 万 5 千円 

ドライブスルー形式検体採取体制の構築と PCR 装置等検査機器の整備。 
地域外来体制整備費 (拡充)           3 億 5330 万 2 千円 

地域外来・検査センターの整備と発熱外来等設置への助成。 

介護施設等職員慰労金              5 億 6600 千円 
   介護施設等に勤務する職員への慰労金。 
障害福祉施設職員慰労金             5 億 859 万 7 千円 
   障害福祉施設に勤務する職員への慰労金。 
社会福祉施設等感染症対策費           1 億 7900 万円 
   感染再拡大に備えた衛生資材の備蓄。 
介護基盤整備等支援費              2 億 1800 万円 
   介護施設等における簡易陰圧装置等整備への助成。 

公立大学法人宮城大学授業料軽減支援費 (新規)     1800 万円 
   家計急変に伴う授業料減免への助成。 
県立高等学校空調設備整備費 (拡充)          26 億 6400 万円 
   県立高等学校における学習環境改善のための普通教室への空調設備整備。等 

 

令和２年度補正予算額 １６５億１２００万円（一般会計）９１００万円（特別会計） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動レポート 

令和 2 年 10 月 22 日、地方自治法第 99 条の規定により、国の関係所官庁へ宮城県議会として意見書を 
提出しました。 

児童虐待事件は近年増加しています。平成 30 年度に全国の児童相談所が対応した児童虐待相談件数は、 
速報値で前年度比 19.5%増の 15 万 9850 件を記録し、平成 2 年度の統計開始以来過去最多となりました。 
また平成 30 年度の宮城県の児童虐待相談件数は、前年度比 27.3%増の 1,812 件と、 
ここ数年増加の傾向にあり、国においては児童虐待防止対策を更に強化するため次項の措置を講ずるよう 
強く要望致しました。 
 

一． 児童虐待防止対策体制総合強化プランにより、児童相談所の体制強化に必要かつ十分な支援を講ずる
こと。 

二． 複雑・困難化する児童相談所の現状に対応するため、地方自治体がより専門性の高い人材の育成・確
保を図る上で、必要な技術的・財政的支援を講ずること。 

外崎 浩子（とのさき ひろこ） 

児童相談所の体制強化を求める意見書を提出しました 

宮城県警本部・泉警察署に要望書を提出しました 

高森地区の信号機が設置されていない交差点で近年おいて交通事故が多発し、児童・地域住民の皆さまの安全
確保に対する不安が事故発生の度ごとに強くなっています。 
地域住民の皆さまの安心と安全のため、泉区高森・高森東地区の交通安全対策についての要望を伝えるために 
令和 2 年 10 月 5 日宮城県警本部・泉警察署に伺いました。 

要望内容:信号機の設置をはじめとする交通安全の確保 
（高森中学校西北角交差点、高森中学校西南角交差点）高森中学校生徒の通学路 

      （高森西公園・高森 3 丁目集会所交差点）高森小学校児童・高森中学校生徒の通学路 

宮城県美術館 1981 年 11 月に建設され、開館 39 年。老朽化も度々指摘されております。 
これまで 2015 年５月に有識者や市民団体代表の皆さんによる 
「宮城県美術館リニューアル基本構想」が設置され 3 年間にわたって検討されてきました。 
現在、宮城県は総務省による「公共施設等適正管理推進事業債」の活用によっての公立施設の再編を打ち
出し、コンサルタント会社で他の２施設を含めた今後の美術館の在り方についての 
メリット・デメリットを検討しています。 
結果によっては、今後の在り方についての流れが大きく変わることとなります。 
宮城県美術館の今後については県民の皆さんとともに深く考えていきたいと思います。 

宮城県美術館移転についてもっと考えよう!! 

河北新報 特設ページ「考えよう。美術館のこと。」 
https://www.kahoku.co.jp/museum/ 

R2.10.23 現在 

昭和３５年６月２４日生。出身／大崎市三本木（旧志田郡三本木町）北仙台小学校、北仙台中学校、宮城第一女子高等学校
卒業、上智短期大学英語科卒業。東北学院大学法学研究科 3 年次に社会人編入、卒業。東北大学大学院法学研究科前期課程
（公共法政策）修了。 
平成１７年１０月仙台市泉区より宮城県議会議員初当選。４期目当選。議会運営委員会 委員⾧、経済商工観光委員会自然災
害対策調査特別委員会、自由民主党宮城県支部連合会 女性局⾧。 

 


